
施 策 体 系

政策1 災害等に強いまちを
つくる（21）

施策

1 防災対策等の推進（211）

（1）危機管理体制の強化（2111）
（2）市有施設の耐震化（2112）
（3）浸水対策・がけ崩れ対策の推進

（2113）

施策

3 地域防災力の向上（213）

（1）自主防災の充実・強化（2131）
（2）防火・防災意識の向上（2132）

施策

2 災害発生時における体制の整備
（212）

（1）災害発生時の対応の迅速化（2121）
（2）災害発生時の体制づくり（2122）
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防災士数 自主防災組織結成率

66.4

78.4

92.4

99.4 99.9 99.9 100.0

防災士数及び自主防災組織の結成率

南海トラフを震源とする地震の
今後10、30、50年以内の地震発生率

算定基準日：平成25年１月１日

領域または
地震名

長期評価で
予想した地震規模
（マグニチュード）

地震発生確率

10年以内 30年以内 50年以内

南海地震 8.4前後

同時
8.5前後

20%程度 60%程度 90%程度

東南海地震 8.1前後 20%程度 70〜80%
90%程度
もしくは
それ以上

※文部科学省地震調査研究推進本部・地震調査委員会による

　これまでの想定を大きく上回る被害をもた
らした東日本大震災の発生を機に、国をはじ
め、全国の自治体で地震による被害の想定や
危機管理体制の見直しが進められています。
また、気候変動による台風の大型化や局地的
豪雨が頻発しており、水害や土砂災害の増加
も懸念されることから、効果的な浸水対策な
どが求められています。
　松山市においても、自然災害をはじめとす
るあらゆる危機事象に迅速かつ的確に対応す
るため、平成24年3月に「松山市危機管理指
針」及び「松山市危機事象対処計画」を策定し、
全庁的な危機管理体制を構築して避難・備蓄
対策を推進するとともに、庁内だけではなく、
国や県、他市町や防災関係機関、民間団体な
どと、医療救護に関する協定や各種災害協定
を締結し、各組織との連携強化や円滑な救助・
救護体制の整備を図ってきました。さらに、
災害時の避難所となる小中学校をはじめ、市
営住宅や上下水道施設を含めた市有施設の耐
震化を計画的に進めています。
　浸水対策については、平成13年6月の集
中豪雨で特に被害が大きかった10地区を重
点地区と位置付け、雨水幹線や雨水排水ポン
プ場の整備に取り組んできたほか、平成23
年度からは、局地的な集中豪雨時の浸水想定
区域や避難情報などを記載した内水ハザード

マップを作成し、市民に情報を提供すること
で、防災意識の向上に取り組んでいますが、
このような取り組みを重点地区以外の浸水地
域においても推進していく必要があります。
　また、東日本大震災では、行政だけによる
大規模災害への対応の限界も浮き彫りになり
ました。今後、東南海・南海地震の発生も危
惧される中、市民一人ひとりが災害に備える
とともに、自主防災組織＊やＮＰＯ＊などが活
動することにより、自分たちの地域を自分た
ちで守る、いわゆる「自助・共助・公助」と
いう考え方が必要不可欠になっています。そ
のため特に、自主防災組織を中心に、消防団
や町内会、避難所となる学校や公民館など、
地域の関係団体が日常的に協働し情報を共有
するとともに、災害時要援護者＊に配慮した
取り組みを一層充実させ、避難情報などの緊
急情報があらゆる人々に確実に伝わるような
仕組みを構築することが求められています。
　松山市では、自主防災組織の結成率が
100％で、平成17年度から養成している防
災士＊数は全国一となるなど、地域における
防災の基盤づくりを進めてきました。また、
一般市民を対象とした応急手当普及員の養
成や多様な防災訓練にも取り組み、市民の防
災意識の向上を図っています。しかし、家庭
では、災害時の非常持ち出し品の準備や災害
に関する家族会議を行っている市民は3割程
度、地震に備えて家具を固定している市民は
2割程度で、今後ますます防災意識の啓発に
取り組んでいく必要があります。　

現状と課題
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め ざ す 姿

施策の方向性

主な取り組み

指標（単位） 現状値
（平成23年度）

目標値
（平成29年度）

❶ 避難所標識の整備率（％） 74.4 100

❷ 小中学校施設の耐震化率（％） 81.3 100

❸ 市営住宅の耐震化率（％） 71.0 88
（平成27年度）

❹ 床上浸水被害の解消率（％） 46.6 64.7

❺ がけ崩れ危険箇所の整備率（％） 61.0 65.1

［指標］

施策

1  防災対策等の推進（211）

　日頃から危機事象に対する備えが十分にとられており、あらゆる危機事象に対して、迅速
かつ的確な対応で市民の安全・安心を守ることができています。

（1）�災害をはじめとするあらゆる危機事象に的確に対応できるよう、庁内体制の強化を図る
とともに、避難・備蓄対策を推進します。

（2）�市有施設や危険箇所については、優先順位を見極めながら、計画的・効率的な整備を推
進します。

（1）危機管理体制の強化（2111）
　①�災害や武力攻撃、パンデミック（感染症が世界的規模で流行すること）などの危機事象に対する全庁的
な連絡体制を整備するとともに、国や県の動向を踏まえたマニュアルの作成・見直しなどを進めます。

　②�災害時の避難場所の整備や避難場所への速やかな誘導のための標識などの整備を行うとともに、備蓄物
資や必要な資機材などの整備を進めます。

　③�危機事象ごとに研修・訓練を実施し、職員の危機管理意識や危機対応能力の向上を図ります。
（2）市有施設の耐震化（2112）
　①�学校施設は児童生徒が１日の大半を過ごす場所であると同時に、災害時の避難場所としての機能をもつ
ことから、計画的な耐震化を進めます。

　②市営住宅で暮らす住民の安全安心を守るため、計画的に耐震補強工事を実施します。
　③�災害時に市民が安全に避難地などへ到達でき、また支援物資や復旧資材が速やかに輸送できるよう、道
路橋梁の耐震化を図ります。

　④�上下水道施設は、市民生活に欠かすことのできないライフライン＊であることから、計画的に耐震化を
進めます。

　⑤支所や保育所、消防団のポンプ蔵置所などについて、順次耐震化を進めます。
（3）浸水対策・がけ崩れ対策の推進（2113）
　①未整備となっている準用河川（河川法を準用して市が管理している河川）の整備を早急に進めます。
　②�ポンプ場や雨水幹線を整備し、浸水対策を進めるとともに、内水ハザードマップの活用により、市民の
防災意識の向上を図ります。

　③�がけ崩れ危険箇所の工事やパトロールによる点検のほか、ポスター・パンフレットなどによる啓発活動
を実施します。

耐震化された校舎
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め ざ す 姿

施策の方向性

主な取り組み

指標（単位） 現状値
（平成23年度）

目標値
（平成29年度）

❶ デジタル防災行政無線＊の整備率（％） 0 100

［指標］

施策

2  災害発生時における体制の整備（212）

　災害対策本部の機能が充実するとともに、国・県・関係機関との連携が強化されており、
災害発生時にも迅速かつ的確に対応できる体制が整っています。

（1）�災害対策本部機能の充実・強化や、緊急情報を迅速に伝達する手段の確保により、災害
発生時に速やかに対応できる体制を構築します。

（2）�国や県、関係機関との連携や、広域での支援体制を強化することで、災害発生時に的確
な対応ができる体制を構築します。

（1）災害発生時の対応の迅速化（2121）
　①�緊急地震速報や津波警報などの緊急情報をあらゆる人々に迅速かつ確実に伝達するため、防災行政無線＊

の整備・活用や、多様な手段による情報伝達に努めます。
　②�災害発生時の被害を軽減するため、日頃から訓練をとおして、災害情報の収集・共有の迅速化を図るな
ど、災害対策本部運営の一層の充実・強化に努めます。

（2）災害発生時の体制づくり（2122）
　①�国や県、関係機関との連携を強化するとともに、合同訓練などを実施することで、災害発生時にも十分
に機能する体制を構築します。

　②�他自治体との災害時応援体制を強化するとともに、職員の災害派遣や物資の支援をとおして、防災対策
や広域応援・受援にかかるノウハウの向上を図ります。

　③�災害発生時に速やかな医療救護活動を実施するため、マニュアルの作成などに取り組むとともに、医療
関係団体との連携を強化します。

デジタル防災行政無線 災害時等応援協定調印式
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め ざ す 姿

施策の方向性

主な取り組み

指標（単位） 現状値
（平成23年度）

目標値
（平成29年度）

❶ 防災士＊数（人）※累計 1,375 2,000

❷ 自主防災組織＊による防災訓練への
参加者数（人） 71,597 100,000

❸ 企業防災リーダー数（人）※累計 − 1,000

❹ 防災に関する市民講座の
受講者数（人）※累計 10,947 33,000

❺ 住宅用火災警報器の設置率（％） 58.1 90.0

［指標］

基準地区別まつやま防災マップ

松 山 市

豪雨にもろい、松山の山と川と都市環境
近い将来、大地震は必ずやってくる！
松山の“安全神話”は大きな間違い！

松山市消防局防災対策課
松山市萱町六丁目３０－５
TEL （089）926-9137
FAX （089）926-9194

地震、津波・高潮、洪水、土砂災害から身を守るには
サバイバルへの道

おうち編　ご近所編

見て、使って、備えよう！！

「もしも」にそなえる「いつも」の習慣第
3
章

第
2
章

第
1
章

わが家の を作ろう

もしも
の時
は･･･

土砂災害

避  難

水  害

公的支援
情  報

火  災

二次災害

こんな時

防災用品

防災マップ

地域情報

地  震

見やすくなりました

奥 島 病 院

野本記念病院

松山城東病院

愛媛県立中央病院

松山赤十字病院

松山市民病院

済生会松山病院

浦 屋 病 院

南 松 山 病 院

平成脳神経外科病院

梶 浦 病 院

松山笠置記念心臓血管病院

愛媛生協病院

渡 辺 病 院

925-2500
943-0151
943-7717
947-1111
924-1111
943-1151
951-6111
943-0150
941-8255
905-0011
943-2208
941-2288
976-7001
973-0111

道後町二丁目２ー１

三番町五丁目１２ー１

松末二丁目１９ー３６

春 日 町 ８ ３

文 京 町 １

大手町二丁目６ー５

山西町８８０ ー２

中一万町５ー１０

朝生田町一丁目３ー１０

北井門二丁目７-２８

三番町四丁目８ー１

末 広 町 １８ ー ２

来住町１０９１ー１

高岡町１７８ー ４

いざというときの連絡先　　

救急医療機関

松 山 市 役 所

伊 台 支 所

小 野 支 所

石 井 支 所

生 石 支 所

浮 穴 支 所

垣 生 支 所

興 居 島 支 所

泊 出 張 所

久 谷 支 所

出 口 出 張 所

五 明 支 所

桑 原 支 所

久 米 支 所

潮 見 支 所

道 後 支 所

堀 江 支 所

久 枝 支 所

三 津 浜 支 所

味 生 支 所

余 土 支 所

湯 山 支 所

河 中 出 張 所

和 気 支 所

北 条 支 所

浅 海 出 張 所

立 岩 出 張 所

河 野 出 張 所

粟 井 出 張 所

中 島 支 所

948-6688
977-0341
975-0224
956-0248
972-0323
956-0004
972-0314
961-2001
961-3284
963-1101
963-1051
977-1711
941-0014
975-0801
925-1157
941-5206
978-0009
924-6454
951-1157
951-0221
972-0929
977-0502
977-1801
978-0019
993-1111
995-0816
996-0813
993-0053
994-0047
997-1111

二番町四丁目７ー２

下伊台町１４７４ー１

北 梅 本 町 ７５９

居相一丁目８ー２６

南吉田町１８００ー１

森松町４６９ー６

西垣生町１２２５ー１

由良町１０４８ー２

泊 町 ８ １ ８

東 方 町 甲 ９５５

久 谷 町 甲 ７ ０

菅沢町乙１２０ー２

桑原二丁目６ー３５

鷹 子 町 ８ ２ ３

吉藤四丁目３ー２７

道後町一丁目５ー３１

福角町甲１４０９ー１

西 長 戸 町２９９

三津三丁目２ー３０

北 斎 院 町 ７１２

余戸東二丁目１３ー２６

末 町 甲 ９ ４ー １

河 中 町 甲 ３ ４ ６

太山寺町１１０６ー１

北 条 辻 ６

浅海原甲６０３ー１

猿 川 甲 ７ ４ ７

河野別府１８２ー１

久 保 ８ ８

中島大浦１６２６

市役所・支所・出張所
施設名　　　　　所在地 　　　　電話　　掲載頁

施設名　　　　　所在地 　　　　電話　　掲載頁

火 災

救 急 病 院

925-6622

925-6633

火災・救急病院の問い合わせ（テレホンサービス）

種別 　　　　　　電話消防局・中央消防署

・城  北  支  署

・北  条  支  署

東 消 防 署

・城　東　支　署

・湯山救急出張所

南 消 防 署

・東　部　支　署

・久谷救急出張所

西 消 防 署

・西　部　支　署

警 察 本 部

東 警 察 署

西 警 察 署

南 警 察 署

松山海上保安部

四国電力松山支店

四国ガス松山支店

NTT(故障受付）

926-9200
979-5081
993-1818
933-0876
945-0955
914-0160
957-8615
976-6088
963-8525
951-0894
973-7522
934-0110
943-0110
952-0110
958-0110
951-1197
941-6111
945-1211
113

本町六丁目６ー１

馬 木 町 2 2 2 7

北 条 辻 11 7 0 - 6

道後湯之町１８ー４

河 原 町 7 - 1 9

末 町 甲 6 - 1

北土居三丁目３-２６

平井町 3 2 8 0 - 7

東方町甲 9 5 2 -1

三津三丁目４ー２３

富 久 町 2 7 7

南 堀 端 町 ２ ー ２

勝山町二丁目１３ー２

須 賀 町 ５ ー ３ ６

北土居三丁目６-１７

海岸通 2 4 2 6 - 5

湊町六丁目６ー２

味酒町一丁目１０ー６

一 番 町 四 丁 目２

施設名　　　　　所在地 　　　　電話　　掲載頁

消防（火災・救急・救助）
警察（緊急）
海上保安庁（海の事件・事故）

119
110
118

926-9200
917-7000

松山市消防局
松山市災害対策本部（設置時）

64

62

67

71

63

71

69

63

76

77

62

71

78

73

62

56

80

76

73

82

72

48

48

84

84,85

58

67

79

55

64

53

54

50

69

74

57,65

59

52

44

40

41

46

47

87

61

53

44

64

63

57,65

77

80

84

50

73

62

63

50

77

68

71

71

62

環境に配慮した植物油
インキを使用しています。平成23年2月発行

この防災マップの印刷において必要な電力の28パーセント（9,900kwh）に松山市
の太陽光発電施設で発電したグリーン電力を使用しました。
 Printed by Seki

施策

3  地域防災力の向上（213）

　地域における自主的な防災活動が活発に行われるとともに、自助・共助に対する意識も高
まり、まち全体で災害に備える体制ができています。

（1）�自主防災組織＊の活動への支援をはじめ、企業や学校における防災力の向上を推進すると
ともに、地域の関係団体間のネットワークづくりを強化します。

（2）�防災イベントや防災教育、防災訓練をとおして、市民の防災意識の向上や知識の習得を
図ります。

（1）自主防災の充実・強化（2131）
　①�市内の全域をカバーする自主防災組織の活動をさらに活性化するための様々な支援をとおし、組織の育
成及び充実・強化を図ります。

　②�災害時に建物や防災設備などを効果的に活用し、初期消火や避難誘導の指示ができる「企業防災リー
ダー」を養成するとともに、県等と連携しＢＣＰ＊の策定を促進することで、企業における防災力の充実・
強化を図ります。

　③�教職員を防災士＊として養成し、学校における防災力の向上を図るほか、防災教育を充実させることで、
児童生徒に自らの安全を守る方法を身につけさせるとともに、自己の役割を自覚させ、地域防災力を担
う人材の育成に努めます。

　④�大規模な被害をもたらす可能性がある石油コンビナート区域の事故防止や安全対策のため、関係事業所
間及び関係事業所と消防機関の連携を推進し、石油コンビナート事業所の防災力を強化します。

（2）防火・防災意識の向上（2132）
　①�防災イベントや防災教育のほか、応急手当の普及啓発や防災マップ＊の更なる周知啓発などをとおして、
市民の防火・防災意識の向上を図ります。

　②�自主的な防災活動を行うための知識を身につけ、減災への備えを行うため、住民参加による多様な防災
訓練を実施します。

　③�民間の建築物について、耐震化の重要性を周知するとともに、特に木造住宅の耐震診断や改修などを促
進することで地震に強い住宅の普及に努めます。

　④�平成23年6月に義務化された住宅用火災警報器の設置が行われていない世帯に対して、設置を促進する
ための啓発活動を行います。
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施 策 体 系

政策2 安全に暮らせる環境を
つくる（22）

施策

1 消防・救急・救助体制の整備（221）

（1）消防・救急・救助体制の充実（2211）
（2）地域消防力の強化（2212）

施策

2 生活安全対策の推進（222）

（1）犯罪のないまちづくりの推進（2221）
（2）交通安全対策の推進（2222）
（3）消費者行政の推進（2223）

施策

3 良好な衛生環境の維持（223）

（1）食の安全の推進（2231）
（2）生活衛生の向上（2232）
（3）感染症対策の推進（2233）

施策

4 安定した水の供給（224）

（1）水資源の開発（2241）
（2）水質管理及び渇水時・

緊急時の対応強化（2242）
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　　　　　　　　救急出場件数　　　　　　（件）
平成17年 平成18年 平成19年 平成20年 平成21年 平成22年 平成23年 平成24年

救急出場
件数 20,143 20,415 20,275 19,908 20,315 21,733 22,221 23,101
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食中毒発生状況

　市民が安全に安心して暮らせるまちにする
には、消防や救急、防犯をはじめとして、日
常生活のあらゆる場面における不安が解消さ
れることが不可欠です。
　特に、消防・救急体制の充実については、
市民アンケートでも重点的に取り組むべき項
目とされていますが、地域における消防や防
災の担い手となる消防団員は、全国的に減少
傾向にあります。松山市においても、消防団
員のサラリーマン化や高齢化、地域の過疎化
など、環境変化が進んでおり、将来的に消防
団員が減少することが予測されています。そ
のため、全国に先駆けて、能力や事情に応じ
て特定の活動に従事する「機能別消防団員制
度」を導入し、ライフスタイルに合わせて活
動しやすい環境を整備していますが、今後も
消防団員を確保するための取り組みを重点的
に進めていくことが求められています。
　また、救急出場件数は年々増加しています
が、松山市では、高規格救急自動車や高規格
救急資機材の整備を行うとともに、現場観察、
判断、処置及び病院選定など、救急隊員によ
る一連の救急活動の質の向上に努め、救命率
の向上を図っています。一方、防犯について
は、「松山市安全で安心なまちづくり条例」
を制定し、市民や事業者と連携しながら安全
なまちづくりを推進していますが、人口当た
りの刑法犯認知件数は他の中核市や周辺市と
比べても多く、一層の対策が求められていま
す。
　市民に最も身近な問題である食品に関する
安全・安心の確保には、特に高い関心が寄せ

られています。近年、食中毒や産地偽装、輸
入食品の残留農薬などに関する大きな事故や
事件が多発していますが、松山市では、「松
山市食品衛生監視指導計画」に基づき、松山
市衛生検査センターにおいて細菌検査、食品
添加物検査、残留農薬検査などを実施してき
たほか、食品関連事業の従事者や一般市民に
対する食品衛生講習会を実施するなど、その
対策に努めてきました。今後も食の安全の確
保に向けた取り組みを継続的に実施すること
が求められています。
　安定した水の供給は、松山市が抱える大き
な課題の一つです。現在の水源だけでは、安
定して水を供給できないため、現在、黒瀬ダ
ム（西条市）からの分水に取り組んでいます。
平成22年9月には、愛媛県、西条市、新居浜
市とともに「水問題に関する協議会」を設立
し、加茂川及び黒瀬ダムの水の有効活用など
について、科学的データに基づいた客観的な
検討・協議を行っているところです。また、
市民に安全な水を供給するため、水質検査の
信頼性を保証する「水道ＧＬＰ＊」の認定を
取得し、水道の水質管理体制を充実させてお
り、今後もこれを維持していく必要がありま
す。

現状と課題

安全・安心

基
本
構
想

笑
顔
プ
ロ
グ
ラ
ム

産
業・交
流

教
育・文
化

環
境・都
市

自
治・行
政

資
料
編

基
本
構
想

産
業・交
流

教
育・文
化

環
境・都
市

自
治・行
政

資
料
編

笑
顔
プ
ロ
グ
ラ
ム

健
康・福
祉

健
康・福
祉

安
全・安
心

安
全・安
心

策
定
に
あ
た
っ
て

策
定
に
あ
た
っ
て

前
期
基
本
計
画

前
期
基
本
計
画

基
本
構
想

笑
顔
プ
ロ
グ
ラ
ム

産
業・交
流

教
育・文
化

環
境・都
市

自
治・行
政

資
料
編

基
本
構
想

産
業・交
流

教
育・文
化

環
境・都
市

自
治・行
政

資
料
編

笑
顔
プ
ロ
グ
ラ
ム

健
康・福
祉

健
康・福
祉

安
全・安
心

安
全・安
心

策
定
に
あ
た
っ
て

策
定
に
あ
た
っ
て

前
期
基
本
計
画

前
期
基
本
計
画

75



め ざ す 姿

施策の方向性

主な取り組み

指標（単位） 現状値
（平成23年度）

目標値
（平成29年度）

❶ 火災件数（件） 161
（平成23年）

140
（平成29年）

❷ 心肺停止傷病者の社会復帰率
（救命率）（％）

8.7
（平成23年）

9.5
（平成29年）

［指標］

施策

1  消防・救急・救助体制の整備（221）

　隊員が十分な知識や技術を身につけ、また、装備や資機材、高度な情報通信システムが整
備され、あらゆる事案に即応できる体制が整っています。また、火災予防指導も強化されて
おり、市民や事業者の防火に対する備えが充実しています。さらに、消防団や女性防火クラ
ブの活動が充実し、地域における消防力も確保されています。

（1）�人材の育成や、装備・資機材の整備・充実、情報通信システムの高度化を推進し、あら
ゆる事案に即応できる体制づくりを進めるとともに、立入検査を強化するなど、火災予
防指導の充実を図ります。

（2）�消防団や女性防火クラブの活動を支援することにより、地域における消防力の強化を図
ります。

（1）消防・救急・救助体制の充実（2211）
　①�高度な専門知識が必要な特殊災害への対応や救命率向上につながる救急活動の質の向上のため、人材の
育成を図ります。

　②通常の火災や救急事案のほか、大規模災害などにも対応できる装備・資機材の整備・充実を図ります。
　③消防救急無線や画像伝送システム、通信指令管制システムなど、情報収集・伝達手段の高度化を図ります。
　④�防火対象物及び危険物施設などへの適正な指導を行うため、専門的知識を有する職員を養成するととも
に、立入検査を強化するなど、火災予防指導の充実を図ります。

（2）地域消防力の強化（2212）
　①�地域消防力の要となる消防団員の更なる確保に向け、入団しやすく、活動しやすい環境を整備すること
で、消防団の充実強化を図ります。

　②�女性防火クラブによる研修会などをとおして、クラブ員の意識高揚を図るとともに、市民にも波及効果
を与えることができるよう、各種支援を行います。

事業所消防団の放水訓練
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め ざ す 姿

施策の方向性

主な取り組み

指標（単位） 現状値
（平成23年度）

目標値
（平成29年度）

❶ 交通事故の発生件数（件） 3,383
（平成23年）

2,800
（平成29年）

❷ 消費生活センター相談件数（件） 1,674 1,800

［指標］

施策

2  生活安全対策の推進（222）

　防犯や交通安全、消費生活に関する活動が、多くの主体との連携のもと活発に行われており、
全ての市民がより安心して生活できるまちになっています。

（1）�関係機関や市民・事業者などとの連携を強化するとともに、各主体が実施する防犯活動
の支援などをとおし、犯罪のない安全で安心なまちづくりに努めます。

（2）�交通安全教育を推進するとともに、交通事故被害者に対して適切な救済を行うことで、
交通安全対策の推進を図ります。

（3）�相談体制や情報発信を強化するとともに、消費者団体の育成などをとおし、安心な消費
生活のための環境整備を進めます。

（1）犯罪のないまちづくりの推進（2221）
　①�防犯関係機関や地域住民などと連携し、パトロールや啓発活動を強化するとともに「松山市安全で安心
なまちづくり会議＊」の開催をとおして、住民ニーズを的確に捉え、必要な取り組みを実施します。

　②�防犯灯の設置などを支援し、夜間における犯罪・事故の未然防止を図ります。

（2）交通安全対策の推進（2222）
　①�児童や生徒などを対象に参加体験型の交通安全教室を実施するとともに、特に高齢者や自転車利用者に
主眼をおいた広報啓発活動を行い、交通安全意識の向上を図ります。

　②�交通事故相談所などにおける事故相談や関係援護機関などへの斡旋をとおして、交通事故被害者の救済
を図ります。

（3）消費者行政の推進（2223）
　①�イベントや消費者教室などをとおした情報発信や、消費者団体の育成、特定計量器＊の検査などを実施

することで、消費者被害の未然防止に努めます。
　②�関係機関や団体と連携した相談体制を充実するとともに、複雑・多様化する消費生活相談に的確に対応
できるよう、相談員や担当職員のスキルアップを図り、消費者被害の救済に努めます。

消費生活センター
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め ざ す 姿

施策の方向性

主な取り組み

指標（単位） 現状値
（平成23年度）

目標値
（平成29年度）

❶ 食品営業施設の監視件数（件） 3,779 4,100

❷ 入浴施設のレジオネラ属菌行政検査＊

適合率（％） 70.0 100

❸ 犬及び猫の処分数（頭） 1,127 700

❹ 感染症予防に関する講座などの
開催回数（回） 9 15

［指標］

施策

3  良好な衛生環境の維持（223）

　行政が検査や指導を行うことで、食の安全や生活衛生が十分に確保され、市民が不安なく
日常生活を送っています。また、感染症についても常に動向が把握され、感染が発生した際
にも、拡大を防ぐ措置が迅速にとられています。

（1）�食品の安全性の検査や監視・指導を強化するとともに、食中毒発生時の速やかな原因究
明や拡大防止に努めます。

（2）�生活衛生施設への検査・指導の強化や斎場、霊園の整備・管理、動物の適正飼育の推進
をとおして、衛生環境の向上を図ります。

（3）�感染症発生動向調査を実施するとともに、市民への啓発を強化することで、感染症の予
防及び発生時の拡大防止に努めます。

（1）食の安全の推進（2231）
　①�市民や食品業者からの意見を踏まえ、食品の安全性を評価、検証するための計画を策定し、食品検査の
充実を図ります。

　②�食中毒を未然に防止するため、食品営業者に対する衛生監視を強化するとともに、指導及び衛生検査を
徹底します。

　③�食中毒が発生した場合に、原因究明調査や原因となった食品を排除するための適切な措置を迅速に行う
だけではなく、各種原因菌を特定するための遺伝子検査を実施するなど、対応を強化します。

（2）生活衛生の向上（2232）
　①�施設への立入検査や、入浴施設に対するレジオネラ属菌行政検査＊などをとおして、生活衛生施設など
の衛生水準の維持・向上に努めます。

　②�維持管理や老朽化対策など、斎場、霊園の適正な整備・管理を行います。
　③�人と動物がともに安心して暮らせる地域づくりを目指し、不妊・去勢手術の推進や動物愛護にかかる意
識啓発の強化をとおして、動物の適正飼育の推進を図ります。

（3）感染症対策の推進（2233）
　①�医療機関において感染症発生動向調査を行うほか、ホームページや広報紙などを活用し、市民に対する
感染症予防の啓発を行うことで、感染症の予防や感染症発生時の拡大防止に努めます。

愛犬のしつけ方教室
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め ざ す 姿

施策の方向性

主な取り組み

指標（単位） 現状値
（平成23年度）

目標値
（平成29年度）

❶ 上水道の水質基準不適合率（％） 0 0

［指標］

施策

4  安定した水の供給（224）

　常に安定して、安全で良質な水が市民に供給されています。

（1）�新たな水資源の確保に向けた取り組みを進めるとともに、水道の水質管理を適切に行う
ことや渇水時における相互応援協定の円滑な運用を図ることで、安全で安定した水の供
給に努めます。

（1）水資源の開発（2241）
　①�節水をはじめ、雨水利用や漏水防止、水源かん養など、あらゆる取り組みを実施してもなお不足する水
量について、新規水源の開発に取り組みます。

（2）水質管理及び渇水時・緊急時の対応強化（2242）
　①�計画的に上水道等の水質管理を行うとともに、民間が設置する貯水槽等の安全性の向上に努め、水質の
適正管理を図ります。

　②�「渇水等緊急時における相互応援協定」を締結する周辺自治体との情報交換を密に行うことで、応急給
水体制の整備をはじめとした協定の円滑な運用を図り、渇水時・緊急時における対応を強化します。
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